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䠘第1号㆟案䠚 令和元年度事業報告並䜃䛻決算及䜃監査報告䛻䛴䛔䛶 

䠄普㏻決㆟䠖⥲会䛻出席䛧䛯正会員䛾㐣半数䛻䜘䜛㆟決䠅 

 

令和元年度事業報告 

平成31年4月1日䛛䜙令和2年3月31日䜎䛷 

特定㠀営利活動法人 日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会 

 
創タ17年目䜢㏄䛘䛯令和元年度䛿䚸䛣䜜䛛䜙⤌⧊䛜向䛛䛖方向性䜢定䜑䛶䛔䛟䛯䜑䛻各地䛷FAJ創タ䛾原点䜢確ㄆ

䛩䜛場䛜㛤䛛䜜䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸各地䛾支㒊䜲䝧䞁䝖䛷䛿䛂䜟䛛䜚䛒䛘䛺䛥䛃䛂䜼䝱䝑䝥䛃䛺䛹社会䛻分断䛜生䜎䜜䛶䛔䜛状

況䜢捉䛘䞉打㛤䛩䜛⾡䜢模⣴䛩䜛活動䛜㛤䛛䜜䜎䛧䛯䚹䛺䛚䚸年度末䛻䛿新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇感染⿕害䛾影㡪䛷䛔䛟

䛴䛛䛾活動中止䜢余儀䛺䛟䛥䜜䜎䛧䛯䛜䚸⤌⧊䛾知ぢ䜢基䛻䛧䛯䜸䞁䝷䜲䞁䝒䞊䝹䜢用䛔䛯活動䜒始䜎䜚䜎䛧䛯䚹 

 

ㄪ査䞉研究事業䠖 定例会䚸例会等䛻䛚䛔䛶䚸FAJ内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛾研㛑䛾場䛵䛟䜚䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹前年度䛻

引䛝⥆䛝䚸䜸䞁䝷䜲䞁䜢活用䛧䚸地理的䞉時㛫的制約䜢㉸䛘䛶探究䛾場䜢広䛢䜎䛧䛯䚹 

教⫱䞉普及事業䠖基礎䝉䝭䝘䞊及䜃䜰䝣䝍䞊䝭䞊䝔䜱䞁䜾䜢全国䛷㛤催䛧䚸㐠営䛾効率化䞉相互協力䜢促㐍䛧䜎䛧䛯䚹

䛂実㊶⦅䝉䝭䝘䞊䛃䛾䝸䝸䞊䝇䛻向䛡䚸新䝁䞁䝔䞁䝒䛾㛤発䞉ヨ⾜䜢実施䛧䚸体制䛾検ウ䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹 

支援䞉助ゝ事業䠖 社会ㄢ㢟䛾ゎ決䜔新䛧䛔社会䛾創㐀䛻㛵䜟䜛様䚻䛺個人䞉団体䛾せㄳ䛻対䛧䛶䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵

䞁䜢活用䛧䛯支援䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹䛥䜙䛻教⫱分㔝䛻注力䛧䛯支援䛻㛵䛩䜛検ウ䜢始䜑䜎䛧䛯䚹 

交流䞉ぶ睦事業䠖 地域䜲䝧䞁䝖䛾㛤催䚸IAF大会䜈䛾会員派㐵䚸䜾䝻䞊䝞䝹社会䛻向䛡䛯䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾䝙䞊

䝈探⣴等䛾活動䜢㏻䛨䛶䚸国内各地域䜔国境䞉文化䜢㉺䛘䛯交流䜢深䜑䚸FAJ䛾䜾䝻䞊䝞䝹活動䛾幅䜢拡䛢䜎䛧䛯䚹 

広報䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁活動䠖 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾䜲䞁䝟䜽䝖䜢䜘䜚効果的䛻社会䛻伝䛘䜛䛸䛸䜒䛻䚸将来䛾会員䜔支

援先䚸協働䝟䞊䝖䝘䞊䜢ぢ据䛘䛯広報䜢展㛤䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸会員相互䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛾充実䜢図䜚䜎䛧䛯䚹 

䝭䝑䝅䝵䞁䛚䜘䜃⤌⧊㐠営䛻㛵䜟䜛活動䠖 全国䛾会員䛜䝸䜰䝹䠋䜸䞁䝷䜲䞁䛾場䛷対ヰ䛸㆟ㄽ䜢㔜䛽䛺䛜䜙䚸FAJ活動

䛾意⩏䜢問䛔直䛧䚸䜘䜚䜘䛔㐠営方法䜢⪃䛘䜛䛣䛸䛷䚸䛭䛾䛒䜚方䛸䜔䜚方䜢検ウ䛧䜎䛧䛯䚹 

 

以下䚸事業ィ画䛻沿䛳䛶䚸事業䛾概せ䜢報告䛧䜎䛩䠄括弧内䛿担当⤌⧊䜢⾲䛧䜎䛩䠅䚹 

 

䠍 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁技術䛾確立䜔新䛧い技術䛾開発䜢目指䛩調査䞉研究事業 

䠍䠅 実践力䛾相互研鑽䛾場作䜚䛾推進䠄理事会、各支部運営委員会、䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠅 

z 各支㒊䞉䝃䝻䞁䛷㛤催䛧䛯䛂定例会䛃䛂例会䛃䛻䛶䚸現場䛷䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢実㊶䛧䛶䛔䜛内外䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊

䝍䞊䛾ヰ㢟提供䜢䜒䛸䛻䛂学䜃䛃䛸䛂実㊶䛃双方䛾ど点䛛䜙䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛻䛴䛔䛶探究䛧䚸ㄪ査䚸研究䛧䜎䛧

䛯䚹⤖果䛻䛴䛔䛶䛿䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛺䛹䛻䝺䝫䞊䝖䛸䛧䛶掲㍕䛧䜎䛧䛯䚹䝥䝻䝆䜵䜽䝖活動䛾新つタ立䛿䛒䜚䜎䛫

䜣䛜䚸䝔䞊䝬型䝃䝻䞁䛜新䛯䛻2䛴立䛱上䛜䜚䜎䛧䛯䚹 

z 新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾影㡪䛻䜘䜚䝸䜰䝹䛷⾜䛖䛂定例会䛃䛂例会䛃䛜中止䛸䛺䜛中䚸䜸䞁䝷䜲䞁䛻䜘䜛全国䛾支㒊㛗

㐃携䛻䜘䜛大つ模䛺企画䛾実施䜔䚸䜸䞁䝷䜲䞁䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁研究䝃䝻䞁䜢䛿䛨䜑䛸䛧䛯䛂定例会䛃䛂例会䛃䜢

積極的䛻㛤催䛧䜎䛧䛯䚹 

䠎䠅 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾本質䜢研究䠄理事会、䜲䝧䞁䝖実行委員会䠅 

z ⥲会後䛻実施䛧䛯䛂䝣䜯䞊䝇䝖䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛃䛾場䛷巨大䜲䝧䞁䝖䛾䝁䜰䝯䞁䝞䞊䜢募䜚䚸立場䞉環境䞉地域䞉世界

䛺䛹様䚻䛺壁䜢乗䜚㉺䛘䜛䛯䜑䛾対ヰ䛾場䜢㍈䛸䛧䛯䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜲䝧䞁䝖䜢企画䛧䜎䛧䛯䚹 

z 全国䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛜㞟䛔ㄒ䜚合䛖䚸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾未来䛜ぢ䛘䜛場䛸䛧䛶䚸全国䜲䝧䞁䝖䛂䝣䜯䝅䝸䝔

䞊䝅䝵䞁䝃䝭䝑䝖䛃䜢企画䛧䜎䛧䛯䚹 
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䠎 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊養成䜔実践方法䛾普及䜢目指䛩教育䞉普及事業 

䠍䠅 従来䛾公開䝉䝭䝘䞊䛾継続強化䠄公開䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z 後㏙䛾䛸䛚䜚䚸27会場39䜽䝷䝇䜢㛤催䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䜰䝣䝍䞊䝭䞊䝔䜱䞁䜾䜢4回㛤催䛧䜎䛧䛯䚹 

z ㅮ師䝖䝺䞊䝙䞁䜾䜢2回実施䛧䚸ㅮ師䛾䝇䜻䝹䜰䝑䝥䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸准ㅮ師䝖䝷䜲䜰䝹䜢1回実施䛧䜎䛧䛯䚹

基礎䝉䝭䝘䞊䛾䝁䞁䝔䞁䝒䜢䜘䜚䜟䛛䜚䜔䛩䛟䜰䝑䝥䝕䞊䝖䛧䜎䛧䛯䚹 

z 地域䜢㉺䛘䛶䝉䝭䝘䞊㐠営䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛䝉䝭䝘䞊䞉䝃䝫䞊䝖䞉䝉䞁䝍䇷䠄䠯䠯䠟䠅䜢活用䛧䚸申㎸䜏web㛤タ䚸受

ㅮ料䛾入㔠確ㄆ䚸申㎸⪅等䛛䜙䛾問䛔合䜟䛫䝃䝫䞊䝖䜢⾜䛖䛣䛸䛷䚸委員会㐠営䛾効率化䞉相互協力䜢⾜䛔䚸

䝇䝮䞊䝈䛺準備䞉㐠営䜢図䜚䜎䛧䛯䚹 

䠎䠅 公開䝉䝭䝘䞊䛾新䛯䛺展開䛾検討䠄理事会、公開䝉䝭䝘䞊委員会䠅 

z 㛤発している実㊶編コンテンツヨ行版の改良を㔜ね、セミナー受ㅮ者有志を対㇟としたパイロットセ

ミナーを2回実施しました。事業化に向けてプログラムのブラッシュアップおよび、ㅮ師や㐠営の体制
について検討を行いました。 

 

䠏 各種団体䛻䛚䛡䜛䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾活用䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛支援䞉助言事業 

䠍䠅 社会䛛䜙䛾多様䛺要請䛻対䛩䜛支援䛾充実䠄䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䝃䝫䞊䝖委員会䠅 

z 所属䛩䜛委員䛾専㛛知ぢ䜢共有䛧䛺䛜䜙䝠䜰䝸䞁䜾䜢実施䛧䚸地域䜔分㔝䛷㏆䛔会員䛜䛔䜛䛸䛝䛿䚸䝃䝤䝣䜯

䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛸䛧䛶䛾案件㛵与䜢依㢗䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸⥅⥆案件䛻対䛧䛶䛿䚸現場䛾⮬立䜢促䛫䜛䜘䛖䝣䜵䞊䝈

䜢変䛘䜛提案䜒䛧䛟䛿支援䜢実施䛧䜎䛧䛯䚹 

z 案件分析⤖果䛻䛚䛔䛶䚸教⫱分㔝䛛䜙一定数䛾依㢗䛜䛒䜛䛣䛸䜢確ㄆ䛧䜎䛧䛯䚹䛭䛾䛯䜑䚸今後䛾事業䛻䛚

䛔䛶教⫱分㔝䛷䛾支援䞉助ゝ䛾効果䜢㧗䜑䜙䜜䜛䜘䛖䚸㐣去案件䛚䜘䜃会員䝸䝋䞊䝇䜢活䛛䛧䛯知ぢ㞟約䛾実

施方㔪䜢定䜑䜎䛧䛯䚹 

䠎䠅 災害復興䞉防災䞉減災䛻関䛩䜛䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢通䛧䛯支援䠄災害復興委員会䠅 

z 台㢼19号災害䛷䛿䚸䛣䜜䜎䛷䛾災害復⯆支援活動䛾中䛷㛵係䜢⫱䜣䛷䛝䛯団体等䛸共䛻䚸情報共有会㆟䛺

䛹䛻䛚䛡䜛災害支援䜢実施䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸東日本大㟈災䚸熊本地㟈䚸九州北㒊㇦㞵災害䚸す日

本㇦㞵災害䜒⥅⥆䛧䛶䚸復⯆䝣䜵䞊䝈䛻応䛨䛯支援活動䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹 

z 板書勉強会䜢各地䛷㛤催䛩䜛䛣䛸䛷䚸災害現場䛻対応䛷䛝䜛人材䛾発掘䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸東日本大㟈災

䛾復⯆支援䛻䛚䛔䛶䛿復⯆䛾担䛔手䛻対䛧䛶䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾㣴成䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛩䜛䛺䛹䛾人材⫱成

䛾機会䜢タ䛡䜎䛧䛯䚹 

z JVOAD䛜主催䛩䜛䝣䜷䞊䝷䝮䛾分科会䛷委員会䛾知ぢ䜔⤒㦂䜢共有䛩䜛場䜢タ䛡䛯䜚䚸内㛶府䛜各地䛷実

施䛩䜛三⪅㐃携䛾研修会䛻䛚䛔䛶䛿䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜢活用䛧䛯䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢実施䛧䚸㜵災䞉減災䛻役立

䛯䛫䜛活動䜢実施䛧䜎䛧䛯䚹 

䠏䠅 支援活動䜈䛾理解䛾促進䠄䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䝃䝫䞊䝖委員会、災害復興委員会䠅 

z 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䝃䝫䞊䝖委員会䛷䛿䚸定例会䜈䛾ヰ㢟提供䜢㏻䛨䛶䚸支援䞉助ゝ活動䛾意⩏䛻䛴䛔䛶理ゎ

浸㏱䛻努䜑䜎䛧䛯䚹 

z 災害復⯆委員会䛷䛿䚸䛭䛾活動䜢会員䜔社会䛻向䛡䛶䚸委員会報告書䜔東京䛷䛾報告会䚸SNS䛺䛹䛷発信

䛧䚸本事業䛾効果䞉意⩏䜢広䛟伝䛘䜎䛧䛯䚹 

 

䠐 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䜔関連団体間䛾親睦䜢図䜛交流䞉親睦事業 

䠍䠅  地域䜲䝧䞁䝖䜢開催(各支部運営委員会、地域䜲䝧䞁䝖実行委員会) 

z 東北䞉東京䞉㛵す䞉九州䛾各支㒊䛻䛚䛔䛶多彩䛺䝔䞊䝬䛷地域䜲䝧䞁䝖䜢㛤催䛧䚸FAJ 内外䛾交流䜢促㐍䛷䛝

䜎䛧䛯䚹北海㐨䞉中㒊䞉中国䛾支㒊䜲䝧䞁䝖䛿䚸新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾影㡪䛻䜘䜚中止䛧䜎䛧䛯䚹 
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䠎䠅 国境䜔文化䞉言語䜢越え䛶䛴䛺䛢䜛活動強化 䠄理事会、䜾䝻䞊䝞䝹䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁推進委員会䠅 

z IAF䠄International Association of Facilitators䠅䝬䝺䞊䝅䜰大会䜈4名䛾ⱝ手FAJ会員䜢派㐵䛧䜎䛧䛯䚹大会参加

報告会䜢䜸䞁䝷䜲䞁䚸沖⦖䝃䝻䞁䚸㛵す支㒊䛻䛶㛤催䛧䚸報告書䜢䝩䞊䝮䝨䞊䝆上䛷共有䛧䜎䛧䛯䚹 

z 䜾䝻䞊䝞䝹社会䛻向䛡䛯䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾䝙䞊䝈探⣴䜢実施䛧䚸外国人就労支援団体䛾活動支援䜔科

学技⾡䛾社会実⿦䛾䛯䜑䛾䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛻対䛧䛶䚸FAJ䛸䛧䛶䛾活動䛾可⬟性䜢ぢ出䛧䜎䛧䛯䚹 

z 委員会䛾䛒䜚方䛻䛴䛔䛶検ウ䛧䛯⤖果䚸䜾䝻䞊䝞䝹㡿域䛻䛚䛡䜛窓口機⬟䜔FAJ䛾䜾䝻䞊䝞䝹化䜢促㐍䛩䜛

機⬟䜢今後䜒担䛳䛶䛔䛟䛣䛸䜢改䜑䛶確ㄆ䛧䜎䛧䛯䚹 

䠏䠅 他団体䛸䛾連携強化䠄理事会、各支部運営委員会、事務局䠅 

z IAF䜔ICA䠄Institute of Cultural Affairs䠅䛾䜲䝧䞁䝖情報䜢FAJ内䛷共有䛧䚸各団体䛾会員相互䛾交流䜢促㐍䛧

䜎䛧䛯䚹 

z 外㒊団体䛾䜲䝧䞁䝖䛻䚸㐠営㠃䜔䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䛾役割䛸䛧䛶協力䛩䜛䛺䛹䛾取䜚⤌䜏䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹 

 

䠑 広報䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁活動 

䠍䠅 広報戦略䛾立案䛸発信䛾強化䠄理事会、広報委員会䠅 

z 広報䝍䞊䝀䝑䝖䛻合䜟䛫䛯広報活動䜢⥅⥆的䛻推㐍䛩䜛䛯䜑䛻䚸広報委員会䜢新タ䛧㐠営䜢㛤始䛧䜎䛧䛯䚹 

z 新䛯䛺広報䝒䞊䝹䛸䛧䛶䝤䝻䜾䜢㛤タ䛧䚸全国䛻発信䛧䜎䛧䛯䚹 

䠎䠅 FAJ活動䜢内外䛻発信䛩䜛広報活動䛾実施䠄広報委員会䠅 

z 䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛻㛵䛩䜛知ぢ䜔䚸会員䛾実㊶事例収㞟䛾䛯䜑䛾取材䜢䛧䚸Web䝃䜲䝖䛻掲㍕䛧䜎䛧䛯䚹 

z 䝙䝳䞊䝈䝺䝍䞊䜢年2回発⾜䛧䚸会員相互䛷知ぢ䜢共有䛩䜛䛣䛸䛷積極的䛺活動䜢促䛧䜎䛧䛯䚹 

z 広報䝍䞊䝀䝑䝖䛻䛒䜟䛫䛯Web䝁䞁䝔䞁䝒䛾充実䛾䛯䜑䛾検ウ䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹䜎䛯䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䛩䜛㝿䛾せ点䛸

発信䛾䝥䝻䝉䝇䜢整理䛧䛯䝬䝙䝳䜰䝹䜢作成䞉展㛤䛧䛯䜚䚸実㝿䛻䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䜢用䛔䛶各支㒊䜲䝧䞁䝖䛾㛤催

情報䜢発信䛧䜎䛧䛯䚹 

䠏䠅 会員相互䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛾充実䠄理事会、広報委員会、䝅䝇䝔䝮管理委員会、事務局䠅 

z 䝉䜻䝳䝸䝔䜱対策䛸䛧䛶䚸䝯䞊䝹䞉䝯䞊䝸䞁䜾䝸䝇䝖機⬟䜢G-suite䛻移⾜䛧䜎䛧䛯䚹各拠点䞉専㛛委員会䛷䚸Slack䞉

Stock等䛻䜘䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䞉情報共有䜢施⾜䛧䜎䛧䛯䚹 

 

䠒 䝭䝑䝅䝵䞁䛚䜘䜃組織運営䛻関䜟䜛活動 

䠍䠅 組織䛾あ䜚方䛸運営䛾䜔䜚方䛾検討䠄理事会、各拠点、事務局䠅 

z 理事会䜢各支㒊䛾定例会䛻併䛫䛶㛤催䛧䚸㐠営䛾現場䛸䛾意ぢ交換䜢実施䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸FAJ䛾原点及䜃

䛣䜜䛛䜙䛾FAJ䛻㛵䛩䜛方向性䜢䚸2回䛾拡大理事会䛾中䛷各拠点䛸㆟ㄽ䛧䜎䛧䛯䚹 

z 予算収支䜢⪃䛘䚸持⥆可⬟䛺活動䜢㐍䜑䜛上䛷䜒䚸会員䛜䝪䝷䞁䝍䝸䞊䛷活動䛩䜛意味䜢改䜑䛶問䛔直䛧䚸事

業䛸法人㐠営䛸䛷活動範囲䛾整理䜢始䜑䜎䛧䛯䚹 

z 令和元年台㢼19号䛾支援活動䛻䛚䛔䛶中央共同募㔠会䜘䜚1,830,000円䛾助成㔠拠出䜢受䛡䜎䛧䛯䚹 

䠎䠅 各種制度改正䜈䛾対応䠄理事会、事務局䠅 

z 制度改正䜈䛾対応䛿䛒䜚䜎䛫䜣䛷䛧䛯䚹 

 



䊠䚷特定非営利活動䛻係䜛事業
䠍䠊調査䞉研究事業

会員 一般
4月6日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 19 0

5月11日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 26 6
6月8日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 22 3
7月6日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　3階 研修室5、6 3 13 2
8月3日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 20 2
9月7日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 3 18 1

10月5日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 3 21 2
10月26日 北海道江別市　JAカ䝺ッジ䠄北海道農業協同組合学校䠅 5 5 1
12月7日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室1 3 6 1
1月11日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 2 19
2月1日 北海道札幌市　生涯学習セ䞁タ䞊 ちえりあ　2階 中研修室2 3 0 12
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4月6日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第2会議室 4 10 3

5月11日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第2会議室 3 13 3
7月6日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第2会議室 4 17 1
8月3日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第2会議室 3 16 1
9月7日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第1会議室 3 17 1

10月15日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第2会議室 3 15 2
11月2日 宮城県仙台市　䝖䞊ク䝛ッ䝖䝩䞊䝹仙台(仙台市民会館)　第5会議室 3 11 3
12月7日 宮城県仙台市　䝖䞊ク䝛ッ䝖䝩䞊䝹仙台(仙台市民会館)　第3会議室 3 14 2
2月1日 宮城県仙台市　仙台市戦災復興記念館　4階第1会議室 3 13 3

3月14日 オ䞁䝷イ䞁開催 7 26 0
171

4月27日 東京都品川区　スクエア荏原 イ䝧䞁䝖䝩䞊䝹、大会議室、中会議室 21 104 14
5月25日 東京都品川区　スクエア荏原 イ䝧䞁䝖䝩䞊䝹、大会議室、中会議室 12 70 10
6月22日 東京都台東区　台東区民会館 第二、三、四、特別䠄中䠅会議室 15 76 3
7月27日 東京都北区　北とぴあ 701、901会議室、第二研修室A、B 15 71 2
8月24日 東京都千代田区　千代田䝥䝷ッ䝖䝩䞊䝮スクエア 会議室 17 85 3

9月28日
東京都葛飾区　かつしかシ䞁䝣ォ䝙䞊䝠䝹ズ 䝺イ䞁䝪䞊、コ䞁チェ䝹
䝖、䝷䝧䞁ダ䞊、䝷イ䝷ック

16 68 2

10月26日 東京都北区　北とぴあ 701、802、901、902会議室 14 78 9

11月23日
東京都葛飾区　かつしかシ䞁䝣ォ䝙䞊䝠䝹ズ 䝺イ䞁䝪䞊、䝷イ䝷ック、䝡
ジ䝳ア䝹、䝯䝚エッ䝖

16 102 10

12月21日 東京都北区　北とぴあ 901、902会議室、第二研修室A、B 17 58 6
2月22日 東京都葛飾区　かつしかシ䞁䝣ォ䝙䞊䝠䝹ズ
3月28日 オ䞁䝷イ䞁開催 12 46 2
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4月20日
愛知県名古屋市　東桜会館 集会室
愛知県名古屋市　第一ア䝯横䝡䝹 4 階

11 29 4

5月18日 愛知県名古屋市　東桜会館 第2会議室 2 56 0
6月16日 愛知県刈谷市　刈谷市中央生涯学習セ䞁タ䞊 402、403研修室 6 18 1

7月20日
愛知県名古屋市　名古屋工業大学　䝷䞊䝙䞁グコ䝰䞁ズ
愛知県名古屋市　東桜会館 集会室

6 24 6

8月17日 愛知県名古屋市　東桜会館 集会室、第2会議室 8 19 1
9月21日 愛知県名古屋市　東桜会館 集会室、第2会議室、講師控室 9 21 10

10月19日
愛知県名古屋市　東桜会館 集会室
愛知県名古屋市　東生涯学習セ䞁タ䞊 第2集会室

5 29 7

11月17日 愛知県名古屋市　南生涯学習セ䞁タ䞊第2集会室、視聴覚室 6 12 1

12月21日
愛知県名古屋市　東桜会館 第2会議室
愛知県名古屋市　東生涯学習セ䞁タ䞊 視聴覚室

8 41 4

1月18日 愛知県名古屋市　東桜会館 第2会議室 3 17 1
2月15日 愛知県名古屋市　東生涯学習セ䞁タ䞊第2集会室、視聴覚室 2 17 2
3月21日 オ䞁䝷イ䞁開催 4 15 0
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事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

北海道支部
定例会

受益対象者延べ人数
東北支部
定例会

受益対象者延べ人数
東京支部
定例会

受益対象者延べ人数

中止

　中部支部
定例会

受益対象者延べ人数

5



会員 一般
4月13日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 12 71 9
5月11日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 16 56 17
6月8日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 11 70 12
7月6日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 12 66 9

8月10日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 9 54 5
9月14日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 11 36 22

9月22日䡚23日 高知県高知市　オ䞊䝔䝢ア高知図書館 12 25 7
10月12日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 401号室 3 20 2
11月7日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 401、502、601号室 15 76 12

11月30日䡚12月1日 兵庫県神戸市　ス䝨䞊スア䝹䝣ァ神戸 8 21 0
12月14日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 14 61 2
1月11日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 301、401、502号室 9 33 4
1月25日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 2 23 0
3月14日 大阪府大阪市　難波御堂筋䝩䞊䝹 8F-A　及び　オ䞁䝷イ䞁開催 3 71 10
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4月20日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

1 8 1

5月18日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

2 8 4

6月15日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

3 14 7

7月20日 広島県広島市　おりづるタ䝽䞊 10階 エソ䞊䝹広島　研修室 3 6 4

8月17日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

3 4 4

9月21日 広島県広島市　おりづるタ䝽䞊 10階 エソ䞊䝹広島　研修室 2 12 10
10月19日 広島県広島市　広島市南区民文化セ䞁タ䞊 3階 ギ䝱䝷䝸䞊 3 10 26

11月16日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

3 7 8

12月21日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

3 3 5

1月18日
広島県広島市　広島県民文化セ䞁タ䞊 6F サ䝔䝷イ䝖キ䝱䞁䝟スひろし
ま「ひろしま䠪䠬䠫セ䞁タ䞊」 交流ス䝨䞊ス

1 9 8

3月21日
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4月6日
福岡県福岡市　䠪䠬䠫䞉䝪䝷䞁䝔ィア交流セ䞁タ䞊 あすみん セ䝭䝘䞊
䝹䞊䝮

4 30 5

5月11日 福岡県福岡市　久留米大学福岡サ䝔䝷イ䝖 2 24 8
6月8日 福岡県福岡市　久留米大学福岡サ䝔䝷イ䝖 3 25 7
7月6日 福岡県福岡市　䝸䝣ァ䝺䞁ス駅東䝡䝹 V-2会議室 3 28 7

8月3日
福岡県福岡市　REPOS211䠄䝟䝹コ新館䠑階䠅
福岡県福岡市　䠪䠬䠫䞉䝪䝷䞁䝔ィア交流セ䞁タ䞊 あすみん

7 22 8

9月7日 福岡県福岡市　なみきスクエア 第1、第2会議室 2 21 5

10月5日
福岡県福岡市　䠪䠬䠫䞉䝪䝷䞁䝔ィア交流セ䞁タ䞊 あすみん セ䝭䝘䞊
䝹䞊䝮

3 24 14

12月7日 福岡県福岡市　なみきスクエア 第1、第2会議室 4 34 3
1月11日 福岡県福岡市　ももち䝟䝺ス䠄福岡県立ももち文化セ䞁タ䞊䠅 4 3 17
2月1日 福岡県福岡市　なみきスクエア 2階 視聴覚室 4 8 23
3月7日
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䠉

地域型11か所䠄秋田䞉埼玉䞉群馬䞉新潟䞉富山䞉和歌山䞉岡山䞉四国䞉熊
本䞉佐賀䞉長崎䞉沖縄䠅、䝔䞊䝬型3か所䠄䝡ジ䝛ス䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁䞉
TOC×Facilitation、オ䞁䝷イ䞁䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研究、行動科学䝣ァ
シ䝸䝔䞊シ䝵䞁、教育工学䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁䠅

- - -

0

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

受益対象者延べ人数
中国支部
定例会

受益対象者延べ人数
九州支部
定例会

受益対象者延べ人数

関西支部
定例会

中止

中止

受益対象者延べ人数

サ䝻䞁サ䝫䞊䝖

6
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䠎䠊教育䞉普及事業

会員 一般
4月20日 大阪府大阪市　䝗䞊䞁セ䞁タ䞊 第1大会議室䞉第3会議室 8 17 19
4月21日 東京都港区　機械振興会館 5 5 15
5月18日 東京都港区　麻布台セ䝭䝘䞊䝝ウス 19 18 41
5月25日 沖縄県那覇市　沖縄産業支援セ䞁タ䞊 4 4 13
6月15日 秋田県秋田市　秋田県青少年交流セ䞁タ䞊 4 4 16
6月15日 富山県高岡市　高岡生涯学習セ䞁タ䞊 4 3 17
6月15日 福岡県福岡市　博多駅䝞スタ䞊䝭䝘䝹䝡䝹 7 5 15
6月22日 愛知県豊田市　とよた市民活動セ䞁タ䞊 6 5 13
6月22日 兵庫県神戸市　ス䝨䞊スア䝹䝣ァ三宮 11 14 23
7月13日 宮城県仙台市　PARM-CITY131　ANNEX 6 10 2
7月20日 東京港区　麻布台セ䝭䝘䞊䝝ウス 18 11 44
8月4日 東京港区　機械振興会館 6 2 18
9月7日 愛知県名古屋市　さかえ䝡䝹 7 1 17

9月21日 東京港区　機械振興会館 19 14 45
10月19日 福岡県福岡市　博多駅䝞スタ䞊䝭䝘䝹䝡䝹 5 3 17
10月26日 大阪府大阪市　エ䝹䞉大阪䠄大阪府立労働相談セ䞁タ䞊䠅 7 7 13
11月4日 和歌山県和歌山市　県民交流䝥䝷ザ 和歌山䡡䝡ッグ愛 7 9 10
11月9日 北海道札幌市　札幌市産業振興セ䞁タ䞊 5 5 7
11月9日 香川県立䝭䝳䞊ジア䝮 5 4 11

11月16日 東京中央区　有楽町䝸䝣ァ䝺䞁ス 15 13 47
12月7日 愛知県名古屋市　ウィ䞁クあいち 5 0 17
12月8日 東京港区　機械振興会館 5 0 18
1月18日 東京港区　機械振興会館 14 4 56
2月1日 広島県広島市　広島県男女共同参画財団 5 15 3

2月15日 宮城県仙台市　PARM-CITY131　ANNEX 6 5 3
2月15日 熊本県熊本市　熊本市民会館 7 4 5
2月22日 京都府京都市　京都私学会館 5 9 10
2月22日 岡山県岡山市　䝢ギ䞊会議室
2月29日 北海道札幌市　札幌市産業振興セ䞁タ䞊
3月1日 愛知県名古屋市　ウィ䞁クあいち

3月20日 新潟県新潟市　新潟䝴䝙ゾ䞁䝥䝷ザ 
3月21日 東京港区　機械振興会館

706
6月15日 東京都目黒区　田道住区 9 5 0
5月11日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 2 1 2

10月19日 東京都目黒区　社会教育館 5 6 3
2月15日 ᮾ京㒔┠㯮区　ཎ⏫住区センター 7 2 8

27

䠏䠊支援䞉助言事業

会員 一般
4月5日　 他1回 埼玉県東松山市  高校教員、生徒向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 4 0 332

4月12日 岩手県盛岡市  大学生向け䝽䞊クシ䝵ッ䝥 5 0 135
4月20日 東京都港区  港区役所　区民対象䝽䞊クシ䝵ッ䝥 3 0 12
4月26日 東京都国立市  高校生向け䝽䞊クシ䝵ッ䝥 4 0 318
5月29日 北海道札幌市  北海道開発局での䝣ァシ䝔䞊シ䝵䞁研修 2 0 17

5月30日 他2回 東京都千代田区   䝥䝷チ䝘構想䝛ッ䝖䝽䞊クでの会議支援など 5 0 180
6月16日 他1回 東京都文京区  䠪䠬䠫職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 4 2 17

6月18日 岡山県瀬戸内市  看護、介護職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 1 0 26
6月27日 熊本県上益城郡  行政職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 1 0 87

7月17日 他1回 神奈川県川崎市  医療福祉関係者向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 4 0 54

7月21日
神奈川県横浜市  䠪䠬䠫法人　吸入療法医療専門職向け䝣ァシ䝸䝔䞊
シ䝵䞁研修

2 0 46

7月26日
東京都渋谷区  全国高等学校家庭ク䝷䝤連盟 高校生向け䝣ァシ䝸
䝔䞊シ䝵䞁研修

2 0 90

䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁
サ䝫䞊䝖委員会

公開セ䝭䝘䞊

ア䝣タ䞊
䝭䞊䝔ィ䞁グ

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時 実施場所䞉実施内容
従業者

数
受益対象者数

中止

中止
中止
中止
中止

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数
受益対象者数

7



会員 一般
8月27日 群馬県前橋市  保険会社　社員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 1 0 20
8月27日 東京都西多摩郡  公立中学校　教員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 0 15

8月27日 他5回 鹿児島県霧島市  社会福祉協議会　職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 18 0 161
9月9日 他1回 群馬県富岡市  病院職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 2 51

9月16日 東京都文京区  䠪䠬䠫法人　職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 1 5

9月18日 他1回
東京都練馬区  練馬区高齢者支援課　主任介護支援専門員向け䝣ァ
シ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

9 0 160

10月2日 他6回 群馬県高崎市  公立大学　䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁演習授業 19 0 328
10月9日 滋賀県大津市  教育委員会　地域人権䝸䞊ダ䞊向け䝽䞊クシ䝵ッ䝥 2 0 50

10月24日 ほか1回
広島県尾道市  広島保護観察所　社会復帰調整官向けケア会議䝣ァ
シ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

7 0 65

10月28日 兵庫県芦屋市  行政機関向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 1 0 21
10月29日 東京都世田谷区  社会福祉法人　職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 3 0 9
11月1日 愛媛県松山市  県立病院　看護職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 0 22

11月3日
京都市  京都府臨床心理士会　スク䞊䝹カウ䞁セ䝷䞊向け䝣ァシ䝸
䝔䞊シ䝵䞁研修

2 0 48

12月6日 大阪府松原市  私立大学　学部内会議の䝣ァシ䝸䝔䞊タ䞊 2 0 15

12月11日
群馬県伊勢崎市  群馬県総合教育セ䞁タ䞊　学校事務職員向け䝣ァ
シ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

2 0 27

12月11日
沖縄県那覇市  那覇保護観察所　社会復帰調整官向け䝣ァシ䝸䝔䞊
シ䝵䞁研修

2 0 12

12月18日
埼玉県さいたま市  埼玉県発達障害福祉協会　障害者施設職員向け
䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

1 0 26

1月21日 愛媛県四国中央市  公立小学校　教職員向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 0 22

2月10日
埼玉県吉川市  吉川市役所　自治会、NPO関係市民向け䝣ァシ䝸䝔䞊
シ䝵䞁研修

2 0 40

2月17日
東京都日野市 日野市社会福祉協議会　介護専門支援員向け䝣ァシ
䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

2 0 31

2月18日 他1回
兵庫県神戸市  兵庫県立男女共同参画セ䞁タ䞊　地域䝸䞊ダ䞊市民
向け䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修

2 0 40

2月21日
東京都中央区  地域包括支援セ䞁タ䞊　介護支援専門員向け䝣ァシ䝸
䝔䞊シ䝵䞁研修

1 0 18

4月24日他6回 広島県坂町　坂町支え合いセ䞁タ䞊支援 16 0 176
4月14日 広島県広島市　ひろしま䝛ッ䝖䝽䞊ク会議支援 2 0 13

6月4日他䠍日 宮城県石巻市　日本カ䞊シェア䝸䞁グ協会　研修支援 1 0 7
5月10日 大分県日田市　宇和島支援団体 朝倉䞉日田スタ䝕ィツア䞊支援 1 0 28

5月17日他2日 熊本県嘉島町　嘉島町地域支え合いセ䞁タ䞊運営会議 4 10 39
5月21日 東京都墨田区　JVOAD䝣ォ䞊䝷䝮分科会の企画実施 7 0 97

6月28日他䠍回 東京都千代田区　全国情報共有会議の支援 5 0 49
7月14日 広島県広島市　広島県災害支援板書䝪䝷䞁䝔ィア養成練習会 2 6 9

8月26日
奈良県大和高田市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研
修会䞉訓練の支援業務䠄奈良䠅

3 0 151

9月28日
愛媛県松山市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修会䞉
訓練の支援業務䠄愛媛䠅

2 0 101

11月21日
滋賀県大津市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修会䞉
訓練の支援業務䠄滋賀䠅

1 0 68

12月3日
神奈川県横浜市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修
会䞉訓練の支援業務䠄神奈川䠅

3 0 162

12月9日
静岡県静岡市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修会䞉
訓練の支援業務䠄静岡䠅

2 0 95

2月13日
岩手県盛岡市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修会䞉
訓練の支援業務䠄岩手䠅

2 0 63

2月7日
佐賀県佐賀市　内閣府業務における災害時の連携に関わる研修会䞉
訓練の支援業務䠄佐賀䠅

2 0 100

8月31日他3日 佐賀県佐賀市　佐賀災害支援䝥䝷ッ䝖䝣ォ䞊䝮(SPF)内部会議支援 5 0 45
9月13日 愛媛県宇和島市　宇和島支援団体ふりかえりWS支援 1 0 27
10月7日 山形県山形市　やまがた避難者支援協働䝛ッ䝖䝽䞊ク意見交換会 6 1 32

9月17日他䠍日 千葉県千葉市　千葉県台風15号災害支援者打ち合わせ会 5 1 71

実施場所䞉実施内容

䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵
䞁サ䝫䞊䝖委員

会

災害復興委員会

事業内容 実施日時
従業者

数
受益対象者数

8



会員 一般

10月15日 千葉県千葉市　千葉䝣ァシ主催、板書練習会支援 2 5 8

10月20日他6日 宮城県仙台市　宮城県災害䝪䝷䞁䝔ィアセ䞁タ䞊支援連絡会議支援 7 0 136
10月24日 宮城県仙台市　板書䝪䝷䞁䝔ィア練習会in仙台の企画実施 1 6 4
10月28日 千葉県鴨川市　台風15号災害支援関係者情報共有会議支援 2 0 60

10月30日他䠍日 東京都千代田区䞉新宿区　全国情報共有会議【拡大版】 6 0 270

11月22日
神奈川県横浜市　かながわ䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁ク䝷䝤主催、板書䝪䝷䞁
䝔ィア勉強会支援

1 9 15

11月4日他䠍回
宮城県仙台市䞉福島県南相馬市　䝣ァシ䝸䝔䞊タ䞊養成䝥䝻ジェク䝖䠖
FAN

4 0 8

11月25日他6回 長野県長野市　長野県情報共有会議支援 22 0 424
12月5日他䠓回 宮城県丸森町　丸森町災害情報共有会議支援 13 0 103

12月26日
栃木県宇都宮市　台風19号における被災者の生活再建に関する研
修会支援

1 0 63

1月5日 長野県長野市　長野県高大生䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁研修 2 0 8

1月14日
長野県長野市　信州農業再生復興䝪䝷䞁䝔ィア䝥䝻ジェク䝖第䠎期第䠍
回企画会議支援

2 0 12

1月15日他䠍回 長野県長野市　長野県長沼ほっこりお茶会䠄情報共有会議䠅 5 0 89
2月2日 広島県広島市　䝪䝷䞁䝔ィア交流サ䝭ッ䝖ひろしま 1 0 30

2月21日
静岡県静岡市　静岡県内外の䝪䝷䞁䝔ィアによる救援活動のための図
上訓練

2 1 293

2月17日 熊本県嘉島町　嘉島町支援3年間の振り返り 2 0 10

5,410

䠐䠊交流䞉親睦事業

会員 一般
9月7日䡚9月8日 䝬䝺䞊シア クア䝷䝹䞁䝥䞊䝹　IAFアジア大会2019 4 0 0

10月28日 オ䞁䝷イ䞁にて開催　IAFアジア大会2019報告会 4 16 0

12月1日
沖縄県宜野湾市　まりりんぎのわん(宜野湾䝬䝸䞁支援セ䞁タ䞊)　IAF
アジア大会2019報告会

1 2 2

12月14日 兵庫県西宮市　西宮市民会館 会議室　IAFアジア大会2019報告会 3 11 1
32

11月2日 長崎県長崎市　長崎市民会館 12 19 42
1月13日 宮城県仙台市　エ䝹䞉䝟䞊ク仙台　スタジオ䝩䞊䝹 13 12 28
2月1日 東京都品川区　スクエア荏原 15 59 44

2月15日 兵庫県神戸市　䝕ザイ䞁䞉ク䝸エイ䝔ィ䝤セ䞁タ䞊神戸䠄KIITO䠅䠍階 38 68 65
2月22日 北海道札幌市　札幌市教育文化会館 研修室305
2月29日 広島県広島市　県立総合体育館(グ䝸䞊䞁ア䝸䞊䝘) 地下1階大会議室
3月7日 静岡県浜松市　浜松労政会館

337
6月22日 愛知県名古屋市　協賛䠖豊田市　䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁基礎講座 6 5 13

10月31日
佐賀県佐賀市　後援䠖地方独立行政法人佐賀県医療セ䞁タ䞊　ダイ
ア䝻䞊グカ䝣ェ「闘病記を手にしてみよう」

3 – 21

11月2日 長崎県長崎市　後援䠖長崎県および長崎市　九州支部イ䝧䞁䝖 9 19 45
10月28日
11月16日

大阪府大阪市　協力䠖日本都市計画学会関西支部　䝽䞊クシ䝵ッ䝥20
年後の新大阪のコ䞁セ䝥䝖を作ろう

– 3 102

11月24日
宮城県仙台市　後援䠖宮城にSDG䡏を広める会　SDG䡏を通して考える
地域づくり䡚未来を育む䝕ザイ䞁を語ろう䡚

10 5 23

2月15日
兵庫県神戸市　協賛䠖ス䝸䞊エ䝮 ジ䝱䝟䞁株式会社、株式会社クオ䝸
ア
後援䠖一般社団法人 手話エ䞁タ䞊䝔イ䝯䞁䝖発信団 OIOI䠄オイオイ䠅、

38 68 65

369

受益対象者数
事業内容 実施日時 実施場所䞉実施内容

従業者
数

中止

事業内容 実施日時 実施場所䞉実施内容
従業者

数
受益対象者数

グ䝻䞊䝞䝹
䝣ァシ䝸䝔䞊シ䝵䞁

推進委員会

受益対象者延べ人数

受益対象者延べ人数

災害復興委員会

地域イ䝧䞁䝖

受益対象者延べ人数
共催䞉後援等イ䝧䞁

䝖

受益対象者延べ人数　

中止
中止
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䠑䠊䛭䛾他䛾総合的䛺事業

会員 一般
年2回 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国 約1500 -
随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国

䠒䠊理事会

会員 一般
6月1日 仙台市青葉区青葉山　仙台国際セ䞁タ䞊 104 - -

理事会 4月14日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 18 - -
5月19日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 16 - -
7月7日 大阪府大阪市東三国　䝩䝔䝹ウイ䞁グイ䞁タ䞊䝘シ䝵䝘䝹 11 - -

8月24日 東京都渋谷区　FAJ東京事務所 12 - -
9月15日 神戸市中央区三宮町　神戸セ䞁タ䞊䝥䝷ザ西館 13 - -
10月6日 札幌市中央区北2条　道特会館 15 - -

10月20日 䠄各所オ䞁䝷イ䞁にて臨時理事会䠅 10 - -
11月10日 䠄各所オ䞁䝷イ䞁にて実施䠅 12 - -
12月8日 福岡市博多区博多駅東　䝸䝣ァ䝺䞁ス駅東䝡䝹 14 - -
1月25日 神戸市中央区三宮町　神戸セ䞁タ䞊䝥䝷ザ西館 13 - -
2月16日 愛知県名古屋市中村区　名古屋市貸会議室 14 - -
3月15日 䠄各所オ䞁䝷イ䞁にて実施䠅 14 - -

拡大理事会 8月25日 東京都千代田区　神保町貸し会議室 31 - -
1月26日 神戸市中央区三宮町　神戸セ䞁タ䞊䝥䝷ザ西館 28 - -

-  -

䊡䚷䛭䛾他䛾事業
　実施しませんでした。

従業者
数

受益対象者数

不特定多数

事業内容 実施日時 実施場所

䝙䝳䞊ズ䝺タ䞊
ウェ䝤サイ䝖

従業者
数

受益対象者数

通常総会

随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国 約1500 -
䝯䞊䝸䞁グ䝸ス䝖

䠯䠪䠯

事業内容 実施日時 実施場所
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䠄資金収支䛾部䠅

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 14,045,000
法人会費 100,000 14,145,000

2 事業収入
調査䞉研究事業収入 237,400
教育䞉普及事業収入 14,280,900
支援䡡助言事業収入 7,153,837
交流䞉親睦事業収入 1,156,820 22,828,957

3 寄付金収入
個人寄付金 27,020
法人寄付金 0 27,020

4 助成金 1,090,000 1,090,000
経常収入合計 38,090,977

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

調査䞉研究事業費 4,900,250
教育䞉普及事業費 10,072,126
支援䞉助言事業費 6,728,951
交流䞉親睦事業費 2,118,570 23,819,897

2 管理費
広䚷報䚷費 238,132
交通宿泊費 5,780,812
謝䚷礼䚷等 0
会䚷議䚷費 332,820
事務消耗品費 60,477
通信運搬費 99,301
諸䚷会䚷費 90,000
雑䚷䚷䚷費 350,273
資料印刷費 621,624
総会関係費用 1,161,020
外部委託料 1,560,581
支払手数料 472,448
賃䚷借䚷料 1,000,594
租税公課 116,900 11,884,982

経常支出合計 35,704,879
経常収支差額 2,386,098

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 11,871 11,871 11,871

䊣 䛭䛾他資金支出䛾部
䛭䛾他資金支出合計 0
当期収支差額 2,397,969
前期繰越収支差額 34,756,425
次期繰越収支差額 37,154,394

令和1年度䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃活動計算書

平成31年4月1日䛛䜙令和2年3月31日䜎䛷

科䚷䚷目 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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年度令和1䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃活動予算実績対比表
特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

予算 2019年度計 予算差異 予算比
䠄資金収支䛾部䠅 事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 䝃䝻䞁 䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀 公開䡺䢌䢁䡬 䝣䜯䝅䝃䝫 災害復興

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 15,500,000 14,045,000 1,455,000 90.61%
法人会費 200,000 100,000 100,000 50.00%

15,700,000 14,145,000 1,555,000 90.10%
2 事業収入

調査䞉研究事業収入 255,000 237,400 17,600 93.10% 53,900 28,500 8,000 42,000 77,000 28,000
教育䞉普及事業収入 16,070,700 14,280,900 1,789,800 88.86% 14,280,900

支援䡡助言事業収入 5,650,000 7,153,837 -1,503,837 126.62% 5,009,616 2,144,221

交流䞉親睦事業収入 2,283,500 1,156,820 1,126,680 50.66% 213,500 260,000 574,320 109,000
24,259,200 22,828,957 1,430,243 94.10%

3 寄付金収入
寄付金 0 27,020 -27,020 27,020

4 助成金等収入
民間助成金 0 1,090,000 -1,090,000 1,090,000

0 1,090,000 -1,090,000
当期収入合計 39,959,200 38,090,977 1,868,223 95.32% 27,020 53,900 242,000 260,000 8,000 616,320 77,000 137,000 0 0 14,280,900 5,009,616 3,234,221

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

調査䞉研究事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 䝃䝻䞁 䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀

会場使用料 3,113,700 1,881,304 1,232,396 60.42% 191,890 60,650 750,320 248,730 455,292 51,070 94,330 29,022
事務消耗品費 441,000 439,969 1,031 99.77% 3,182 42,055 120,461 14,244 151,022 80,261 22,805 5,939
交通宿泊費 2,600,000 1,290,668 1,309,332 49.64% 411,640 154,918 49,768 152,160 176,450 109,560 119,392 99,160 17,620
謝礼等 992,000 629,836 362,164 63.49% 33,411 55,685 275,055 115,685 150,000
印刷費 157,400 121,239 36,161 77.03% 2,610 19,870 59,314 5,095 7,304 6,500 20,546
会議費 430,000 466,384 -36,384 108.46% 0 23,140 177,770 5,563 203,479 32,000 24,432
雑費䚷䚷 149,000 70,850 78,150 47.55% 8,646 16,044 29,881 8,763 3,631 3,470 415
研究開発費

7,883,100 4,900,250 2,982,850 62.16% 651,379 372,362 1,462,569 550,240 1,147,178 282,861 281,920 134,121 17,620
教育䞉普及事業費 公開䡺䢌䢁䡬

会場使用料 2,527,200 1,955,616 571,584 77.38% 1,955,616

事務消耗費 287,000 213,424 73,576 74.36% 213,424

交通宿泊費 3,720,000 2,683,226 1,036,774 72.13% 2,683,226

謝礼等 5,008,239 4,321,827 686,412 86.29% 4,321,827

印刷費 621,000 544,617 76,383 87.70% 544,617
会議費 290,000 227,804 62,196 78.55% 227,804
雑費 150,749 125,612 25,137 83.33% 125,612

12,604,188 10,072,126 2,532,062 79.91% 10,072,126

支援䞉助言事業費 䝣䜯䝅䝃䝫 災害復興

会場使用料 100,000 25,780 74,220 25.78% 25,780
事務消耗費 80,000 60,440 19,560 75.55% 56,572 3,868
交通宿泊費 3,470,000 3,182,046 287,954 91.70% 613,124 2,568,922
謝礼等 2,200,000 3,362,146 -1,162,146 1,486,755 1,875,391

印刷費 30,000 56,250 -26,250 187.50% 0 56,250
会議費 0 10,700 -10,700 0 10,700
雑費䚷䚷 10,000 31,589 -21,589 315.89% 430 31,159

5,890,000 6,728,951 -838,951 114.24% 2,156,881 4,572,070

交流䞉親睦事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 GFPC
会場使用料 1,120,000 445,488 674,512 39.78% 54,400 50,400 70,350 8,775 243,800 11,963 5,800
事務消耗費 200,000 84,783 115,217 42.39% 4,526 2,950 29,267 23,558 24,482
交通宿泊費 820,000 620,660 199,340 75.69% 43,960 46,310 87,570 39,680 403,140
謝礼等 449,000 469,488 -20,488 104.56% 55,105 96,320 0 33,063 285,000
印刷費 135,000 139,471 -4,471 103.31% 31,000 25,040 9,108 7,480 62,014 2,409 2,420
会議費 100,000 48,820 51,180 48.82% 16,070 25,350 0 7,400
雑費 449,500 190,567 258,933 42.40% 27,733 18,942 31,319 220 96,839 4,500 1,224 9,790
外部委託料 208,000 119,293 88,707 57.35% 36,072 83,221

3,481,500 2,118,570 1,362,930 60.85% 216,724 209,722 247,776 49,538 889,402 6,909 79,769 418,730

事業予備費 1,000,000 0

事業費計 30,858,788 23,819,897 7,038,891 77.19% 868,103 582,084 1,710,345 599,778 2,036,580 289,770 361,689 134,121 17,620 10,490,856 2,156,881 4,572,070
2 管理費

事務局 䝅䝇䝔䝮管理 広報
広報費 960,000 238,132 721,868 24.81% 84,140 111,380 42,612 䝟䞁䝣印刷䚸䢈䢛䢖䡹䢔䢔䡬䡹䠄事務䠅㼃EB䝃䜲䝖年間維持費䠄㼃EB䠅外部委託䠄広報䠅
交通宿泊費 5,520,000 5,780,812 -260,812 104.72% 5,055,597 328,073 397,142 理事会開催䚸事務局䝸䜰䝹䚸拡大理事会䚸 䝸䜰䝹M㼀G䠄䝅䝇䝔䝮䠅
謝礼等 0 0 0 䚷䚷䠄交通費続䛝䠅䚷䝸䜰䝹M㼀G䚸取材交通費䠄広報䠅

会議費 270,000 332,820 -62,820 123.27% 300,408 32,412 役員合宿䚸理事会会場費
事務消耗品費 50,000 60,477 -10,477 120.95% 60,477 名刺代䚸䛭䛾他備品消耗品
通信運搬費 131,000 99,301 31,699 75.80% 99,301 郵便䚸電話䚸㼆㼛㼛㼙使用料
諸会費 95,000 90,000 5,000 94.74% 90,000 J㼂㻻AD䚸䝅䞊䝈䚸日本N㻼㻻䝉䞁䝍䞊䚸広島N㻼㻻䝉䞁䝍䞊
雑費 610,000 350,273 259,727 57.42% 300 349,973 NL発送経費他
資料印刷費 928,500 621,624 306,876 66.95% 1,580 620,044 封筒䚷NL印刷費用
総会関係費用 1,070,000 1,161,020 -91,020 108.51% 1,161,020 会場費䠇備品䠇資料䠇送料等
外部委託料 2,254,000 1,560,581 693,419 69.24% 1,560,581 会計事務䚸税務䚸決算䡠法務䚸決済䡷䡬䢇䢚䡹利用(発送含)䚸登記他䠄事務䠅
支払手数料 500,000 472,448 27,552 94.49% 472,448 振込手数料䚸EB使用料䚸会費払込手数料
賃貸料 980,000 1,000,594 -20,594 102.10% 1,000,594 家賃䚸倉庫䠄中部䚸関西䠅䚸䝉䝭䝘䞊倉庫代䚷他
租税公課 330,000 116,900 213,100 35.42% 116,900 法人税均等割䚸消費税䠄8%䊻10䠂䠅

管理費計 13,698,500 11,884,982 1,813,518 86.76% 10,003,346 471,865 1,409,771 0

当期支出合計 44,557,288 35,704,879 8,852,409 80.13%

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 11,871 -11,871
䛭䛾他資金支出合計

当期収支差額 -4,598,088 2,397,969 -6,996,057 -52.2%

科䚷䚷目 決算内訳

詳細
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金 0
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行䠄経費䠅 2,342,214
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行䠄継続会費䠅 522,643
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行䠄新規会費䠅 887,321
普通預金 三井住友銀行 8,257,544
普通預金 三井住友銀行 8,612,090
普通預金 三井住友銀行 8,911,002
普通預金 三井住友銀行 8,225,100

棚卸資産
前渡金 720,208
前払費用 0
未収入金 1,216,898

流動資産合計 39,695,020

2 固定資産
固定資産合計 0
減価償却累計額 0 0

3 投資䛭䛾他䛾資産
差入保証金 29,580

投資䛭䛾他䛾資産合計 29,580

資産合計 39,724,600

䊡 負債䛾部
1 流動負債

未䚷払䚷金 1,589,345
前䚷受䚷金 800,000
仮䚷受䚷金 0
預䚷䜚䚷金 180,861

流動負債合計 2,570,206

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 2,570,206

䊢 正味財産䛾部
前期繰越正味財産 34,756,425
当期正味財産増加額 2,397,969

正味財産合計 37,154,394
負債及䜃正味財産合計 39,724,600

令和1年度䛂特定非営利活動䛻係䜛事業䛃会計貸借対照表

令和2年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䠄資金収支䛾部䠅

䊠 経常収入䛾部
1 会費䞉入会金収入

個人会費 0
法人会費 0 0

2 事業収入
物品䛾斡旋及䜃販売 0
役務䛾提供 0 0

3 寄付金収入
個人寄付金 0
法人寄付金 0 0

経常収入合計 0

䊡 経常支出䛾部
1 事業費

物品䛾斡旋及䜃販売 0
役務䛾提供 0 0

2 管理費
管理料等 0
交通費 0
事務消耗品 0
通信費 0 0

経常支出合計 0
経常収支差額 0

䊢 䛭䛾他資金収入䛾部
䛭䛾他資金収入合計 0

䊣 䛭䛾他資金支出䛾部
䛭䛾他資金支出合計 0
当期収支差額 0
前期繰越収支差額 0
次期繰越収支差額 0

令和1年度䛂䛭䛾他䛾事業䛃活動計算書

平成31年4月1日䛛䜙令和2年3月31日䜎䛷

科䚷䚷目 金額䚷䠄単位䠖円䠅

14



特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金 0
普通預金 0

流動資産合計 0

2 固定資産
固定資産合計 0
資産合計 0

䊡 負債䛾部
1 流動負債

前受金 0
流動負債合計 0

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 0

䊢 正味財産䛾部
前期繰越正味財産 0
当期正味財産増加額 0

正味財産合計 0
負債及䜃正味財産合計 0

令和1年度䛂䛭䛾他䛾事業䛃会計貸借対照表

令和2年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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特定非営利活動法人䚷日本䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁協会

䊠 資産䛾部
1 流動資産

現金預金
現金 現金手許有高 0
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行西新宿支店 2,342,214
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行西新宿支店 522,643
普通預金 三菱東京㼁FJ銀行西新宿支店 887,321
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 8,257,544
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 8,612,090
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 8,911,002
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 8,225,100

棚卸資産 0
前渡金 令和2年度会場代 720,208
前払費用 0
未収入金 令和1年度売上未収分 1,216,898

流動資産合計 39,695,020

2 固定資産
固定資産 0
固定資産合計 0 0

3 投資䛭䛾他䛾資産
差入保証金 䝺䞁䝍䝹䝇䝨䞊䝇 29,580

29,580
資産合計 39,724,600

䊡 負債䛾部
1 流動負債

未払金 1,589,345
前受金 令和2年度年会費 800,000
預䜚金 講師謝礼源泉所得税 180,861

流動負債合計 2,570,206

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 2,570,206
正味財産 37,154,394

令和1年度会計財産目録

令和2年3月31日現在

科目䞉摘要 金額䚷䠄単位䠖円䠅
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䠘第2号議案䠚 令和2年度事業計画並びに予算について 

䠄普通決議䠖総会に出席した正会員の過半数による議決䠅 

 

令和2年度事業計画書 
令和2年4月䠍日から令和3年3月31日まで 

特定非営利活動法人 日本ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁協会 

事業計画の䝫イ䞁ト ----------------------------------------------------------------------------- 

2020年度のFAJは、䝽ク䝽クな改革が動き始め、ファシ䝸テ䞊タ䞊の「タ䞊䝭ナ䝹」を目指します。 

䞉ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の更なる普及のため、現場実践から未来のファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を創造します。 

䞉社会課題に挑むファシ䝸テ䞊タ䞊と共に活動を進め、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の可能性を広げていきます。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

日本ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁協会䠄FAJ䠅は、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及を通して自律䞉分散䞉協働型の社会を目指すNPO団体

です。FAJのこれまでの活動もあり、日本各地でファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の認知度は高まってきています。その中で多くの会

員が、FAJ内外でファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を学び、ビジネス、行政、地域コ䝭䝳ニティ、災害復興、教育、医療、福祉などの現

場で課題に向き合って活用しています。 

昨年度の原点を見つめ直す活動の中で、FAJは、自律分散ネット䝽䞊ク型の社会の到来を予測し、ファシ䝸テ䞊タ䞊の

実践コ䝭䝳ニティとして創設されたことを再確認しました。創設以来FAJは、全国に支部やサ䝻䞁を広め、また様々な分

野との掛け合わせを進めていく中で、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及と探究を16年間進めてきました。各現場にイ䞁パクトを

届け、継続的な全国での調査研究活動や、各種イ䝧䞁トでの実績を持つ、まさにファシ䝸テ䞊シ䝵䞁のナシ䝵ナ䝹セ䞁タ

䞊といえる団体です。 

では、これからのFAJは、社会に対して何ができる団体になっていくのでしょうか。 

これまで私たちの目指してきたファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及が、その良さを伝えることで、「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を知っている

人を増やす」ことだったとすれば、これからの私たちの役割は普及の次なる形として、それぞれの現場での実践、本質

の探求、社会課題の解決を通じて「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の有用性を示していく」ことではないでしょうか。 

ファシ䝸テ䞊タ䞊ひとりひとりが主役䠄当事者䠅となり、普及のあり方を「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を」から「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁で」

へ転換を図ることで、FAJの物語を再構成していきます。 

まずは、本質を求めること、結果を残すこと、可能性を広げることに重点をおきます。 

そして、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁が社会で䝸ア䝹に役立つために、FAJがファシ䝸テ䞊タ䞊ズ䞉タ䞊䝭ナ䝹となることを目指して、

引き続き䝽ク䝽クな改革に取り組み、実践を始めていきます。 

 

■ ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の更なる普及のため、現場実践から未来のファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を創造します。 

新たな全国イ䝧䞁トの形として「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁サ䝭ット」をスタ䞊トし、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁のこれからの形を内外のファ

シ䝸テ䞊タ䞊とともに創造していきます。また、各地の定例会、イ䝧䞁トでの研究、交流や、各会員の現場での成果を全

国の会員が共有することで相乗効果を生み出していきます。 

 

■ 社会課題に挑むファシ䝸テ䞊タ䞊と共に活動を進め、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の可能性を広げていきます。 

引き続き、社会課題の解決に取り組む会員同士が学びあうことに加え、外部の協働パ䞊トナ䞊とのコ䝷䝪䝺䞊シ䝵䞁に

より、社会へのイ䞁パクトの相乗効果を高めます。その成果を対外的に発信することで、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の可能性を

社会に対して伝えていきます。 

 以下、重点的に取り組む内容を事業別に記します䠄括弧内は担当組織を表します䠅。 
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1 ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁技術の確立や新しい技術の開発を目指す調査䞉研究事業 

調査䞉研究事業では、FAJ内外の連携を深め、引き続き、課題解決に取り組む会員同士が学び合うことを目的に、

実践力の相互研鑽の場をつくっていきます。また、新たな全国イ䝧䞁トとして「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁サ䝭ット」をスタ䞊ト

します。 

1䠅 実践力の相互研鑽の場作りの推進䠄理事会、各支部運営委員会、プ䝻ジェクト䠅 
z 定例会や例会においては、「学び」と「実践」双方の視点からファシ䝸テ䞊シ䝵䞁について探究する場を開催、
実施します。䝥䝻ジェクトにおいては、テ䞊䝬の特性を踏まえた調査䞉研究を行います。調査䞉研究した結果に

ついては振り返りや成果発表を実施することで、学びを深め実践につなげます。 

z 新たな全国イ䝧䞁トとして、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁に関わる「頂点にいる人、頂点を目指す人が集まる場」をイ䝯䞊ジ
し「ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁サ䝭ット」を実施します。 

2䠅 ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の本質を探究䠄理事会、イ䝧䞁ト実行委員会䠅 
z 立場䞉環境䞉地域䞉世界など様々な壁を乗り越えるための対話の場として、䝽䞊䝹ドカフェが25周年を迎える今

年度内に「ザ䞉䝽䞊䝹ド䞉カフェ」をテ䞊䝬とした今までの枠を超えたイ䝧䞁トを開催し、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の知

見を深め本質の探究につなげます。 

 

2 ファシ䝸テ䞊タ䞊養成や実践方法の普及を目指す教育䞉普及事業 

教育䞉普及事業では、これまで提供してきた公開セ䝭ナ䞊をより広く展開できるように、継続強化するとともに、公開

セ䝭ナ䞊の新たな事業である「実践編セ䝭ナ䞊」を䝸䝸䞊スします。 

1䠅 従来の公開セ䝭ナ䞊の継続強化䠄公開セ䝭ナ䞊委員会䠅 
z ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及のため全国各地で公開セ䝭ナ䞊を開催します。 

z 今後も質の高いセ䝭ナ䞊を継続的に開催できるよう、講師の増員、䝺䝧䝹アッ䝥を推進するとともに、セ䝭ナ䞊
コ䞁テ䞁ツを継続的に改良します。 

z セ䝭ナ䞊䞉サ䝫䞊トセ䞁タ䞊(SSC)が中心となり、地域を越えて相互協力し、セ䝭ナ䞊運営の効率化を図ります。 

2䠅 公開セ䝭ナ䞊の新たな展開の検討䠄公開セ䝭ナ䞊委員会䠅 
z 公開セ䝭ナ䞊の「実践編セ䝭ナ䞊」を䝸䝸䞊スし、2ク䝷ス程度を実施予定です。また集客状況や受講者の評価も

踏まえながら、来年度以降の開催規模(地域䞉回数)の拡大を目指し、検討を行います。 

 
3 各種団体におけるファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の活用をサ䝫䞊トする支援䞉助言事業 

社会課題の解決や新しい社会の創造に関わる様々な個人䞉団体の要請に対して、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を活用した

支援を行います。 

1䠅 社会からの多様な要請に対する支援の充実䠄ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁サ䝫䞊ト委員会䠅 
z 行政䞉各種団体䞉NPO䞉学校䞉企業等の多様な分野から寄せられる様々な相談や依頼に対し、抱えている課題

やニ䞊ズを丁寧にヒア䝸䞁グし、会員を適切にコ䞊ディネ䞊トすることで、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を活用した支援を

行います。 
z 教育分野の案件に対しファシ䝸テ䞊シ䝵䞁をより良く届けて行くために、過去の知見を整理し報告するなどし
て、支援䝸ソ䞊ス䠄人、ノウハウ、コ䞁テ䞁ツ䠅を充実させます。 

2䠅 災害復興䞉防災䞉減災に関するファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を通した支援䠄災害復興委員会䠅 
z 災害復興䞉防災䞉減災の分野において、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を活用した支援や支援人材の発掘䞉育成、学び合い
をFAJ内外で行います。 

z これまでFAJが支援してきた団体や地域を中心に復興支援の䝥䝻セス等の調査を行い、今後の支援活動に役

立てます。 

3䠅 支援活動への理解の促進䠄ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁サ䝫䞊ト委員会、災害復興委員会䠅 
z FAJ内外に向けて、報告書や報告会、SNSなどで委員会の活動の効果䞉意義を広く伝えます。 
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4 ファシ䝸テ䞊タ䞊や関連団体間の親睦を図る交流䞉親睦事業 

交流䞉親睦事業では、各種イ䝧䞁トや関連団体との交流を通じて、FAJ内外のつながりをさらに深めます。 

1䠅  地域イ䝧䞁トを開催(各支部運営委員会、地域イ䝧䞁ト実行委員会) 

z 各支部におけるイ䝧䞁トの開催により、地域に根差した交流を深めます。さらに地域を跨いだイ䝧䞁トも開催す
ることで、地域内外を通じてより開かれた交流を図り、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及と探究を一層促進します。 

2䠅 国境や文化䞉言語を越えてつながる交流䞉親睦活動の強化䠄グ䝻䞊バ䝹ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁推進委員会䠅 
z FAJ会員を2020年10月のIAFストック䝩䝹䝮大会に派遣し、FAJのグ䝻䞊バ䝹活動の幅を拡げ、強化します。併

せてFAJ内外に知見を提供します。 

z グ䝻䞊バ䝹社会に向けたファシ䝸テ䞊シ䝵䞁への活動の可能性をさらに拡げ、様々な実践に移していきます。 

3䠅 他団体との連携強化䠄理事会、各支部運営委員会䠅 
z IAFをはじめとするファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及䞉研鑽に関わる団体と、協働パ䞊トナ䞊としての活動を進めます。 

z 各分野で活動している外部団体とファシ䝸テ䞊シ䝵䞁を軸にコ䝷䝪䝺䞊シ䝵䞁を進めます。また、FAJ外部のファ

シ䝸テ䞊タ䞊との連携を深めます。 

 

5 広報䞉コ䝭䝳ニケ䞊シ䝵䞁活動 

ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁のイ䞁パクトをより効果的に社会に伝えるとともに、将来の会員や支援先、協働パ䞊トナ䞊に

FAJの䝭ッシ䝵䞁や活動を発信するための広報をより強化して展開します。また、会員相互のコ䝭䝳ニケ䞊シ䝵䞁の

充実を図ります。 

1䠅 広報優先順位の策定と発信の強化䠄理事会、広報委員会䠅 
z FAJ内外それぞれの違いを意識したものとします。特に外部に向けた広報を重視し、スピ䞊ド感を持って発信で

きる仕組み作りをします。 

z ニ䝳䞊ズ䝺タ䞊やWeb、SNS、䝤䝻グなど、タ䞊ゲットに合わせて効果的に発信できる手法を検討します。 

2䠅 FAJ活動を内外に発信する広報活動の実施䠄広報委員会䠅 

z FAJ内には、会員であることの価値や、会員同士のコ䝭䝳ニケ䞊シ䝵䞁を意識したものにします。 

z FAJ外には、入会者やコ䝷䝪䝺䞊シ䝵䞁の相手を増やすこと、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の本質を求めること、実践事例を

伝えること、可能性を広げることを意識したものにします。 

z FAJが社会課題に挑むファシ䝸テ䞊タ䞊と共に進める活動や、FAJ内外のファシ䝸テ䞊シ䝵䞁に関する知見や、

会員それぞれの現場での実践事例を、意欲的に収集䞉発信していきます。 

 

6 䝭ッシ䝵䞁及び組織運営に関わる活動 

未来のFAJの姿を描きながら、法人として持続可能で確実な運営と組織のあり方についての対話と議論をさらに

進めていきます。 

1䠅 組織のあり方と運営のやり方の検討䠄理事会、各拠点、事務局䠅 
䠍䠅-1組織のあり方の検討 

z 組織がおかれている現状を踏まえて、ビジ䝵䞁3.0を再確認し、ビジ䝵䞁の検討を始めます。 

z 「協働」と「共創」をキ䞊䝽䞊ドとする新たな活動の調査と䝥䝻トタイ䝥の試行を実施します。 

䠍䠅-2組織運営のやり方の検討 

z 組織活動が持続可能であるように、事業の適正規模を検討するとともに、寄付などを通じた新たな資金調達方
法を検討します。 

z 協会運営に関わる私たちが「やりたいこと」「やらなければならないこと」の違いを認識し、お互いに支えあい、
持続可能な組織運営が継続して行えるように、運営のやり方を検討䞉確立していきます。 

2䠅 拠点運営のサ䝫䞊トの充実䠄システ䝮管理委員会䠅 
z 未統制䞉未整備のデジタ䝹環境を整備し、セキ䝳䝸ティを強化するとともに、拠点運営の負荷分散䞉権限の明確
化を図ります。 

3䠅 各種制度改正への対応䠄理事会、事務局䠅 
z FAJとしての活動を維持䞉向上させるために、NPO法人に関連する各種の制度改正への対応を行います。 
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ビジ䝵䞁を実現するための䠢䠝䠦の行動 
 
① 社会を構成する多くの人が、対話と議論の手法や知恵を自ら学び活用し、協働している。 
 
x FAJは、個々の思いを機敏に具現化して、着実にイノ䝧䞊シ䝵䞁へとつなげる集合知を創生する。 
x FAJは、課題解決や変革を必要としている組織䞉コ䝭䝳ニティにファシ䝸テ䞊シ䝵䞁のスキ䝹と䝬イ䞁ドを届け
る。 

 
② ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁が、あらゆる地域䞉分野の現場で、その存在を知られ、社会全体が、上意下達のタテ型

社会の常識から、多様な考えやあり方を認め合い、ともに歩む䝶コ型社会を目指して変革をはじめている。 
 
x FAJは、社会に深く根を張る上意下達型䞉ヒエ䝷䝹キ䞊型の思考様式と行動様式を打ち破り、多様な人々
が自律的につながるネット䝽䞊ク型組織の成功事例を、身をもって実現する。 

x ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁が生んだ成功事例を集め、その有用性や応用可能性、社会に与えるイ䞁パクトをアピ䞊
䝹する。 

 
③ 組織や社会の課題を解決したいと願う挑戦的なイノ䝧䞊タ䞊が、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁によって現場で変革を
起こしている。 

 
x FAJに集まる野心的なファシ䝸テ䞊タ䞊が、国際的紛争や新しい分野など、それぞれの現場に向き合って
耕し、その課題解決に挑戦し、成果を上げている。 

x FAJに集まるファシ䝸テ䞊タ䞊が、䝶コ型社会における新しい䝸䞊ダ䞊シッ䝥に挑戦している。 
 
④ 自覚と責任あるファシ䝸テ䞊タ䞊のネット䝽䞊ク型組織が、臨機応変にその実践とイノ䝧䞊シ䝵䞁を支えてい
る。 

 
x FAJは、地域や特定分野での実践的な活動を支援する拠点や䝥䝻ジェクトを臨機応変に立ち上げ、自覚
と責任を持って変革を進める人々を輩出し、それらの場をつなぐネット䝽䞊クのハ䝤となる。 

x FAJは、ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁に関する知識と経験を深めるため、研究と試行を重ね、地域や分野、世代を超
えて実践者が刺激し合う相互研鑽の場となる。 

 
 
 

 

FAJ ビジ䝵䞁 3.0 

タテ型社会の常識からヨコ型社会の知恵へ（社会の視఼・ファシリテーションの視఼） 

① ♫会をᵓᡂするከくの人が、対話と議論の手法や知恵を⮬らᏛびά⏝し、協働している。 

② ファシリテーションが、あらゆるᆅᇦ・分㔝の⌧ሙで、そのᏑ在を▱られ、♫会全体が、
上ព下㐩のタテᆺ♫会のᖖ㆑から、ከᵝな⪃えやあり᪉をㄆめ合いともにṌむ∎⇙型社会

を┠ᣦしてኚ㠉をはじめている。 

強い意志を持ったイノベーターのネットワークへ（ファシリテーターの視఼・FAJの視఼） 

③ ♫会や⤌⧊のㄢ㢟をゎỴしたいと㢪うᣮᡓⓗな⇊⇴⇿∞⇥∞が、ファシリテーションによ
って⌧ሙでኚ㠉を㉳こしている。 

④ ⮬ぬと㈐任あるファシリテーターの⇳⇩⇮∕∞⇕型組織が、⮫ᶵᛂኚにそのᐇ㊶とイノベ
ーションをᨭえている。 
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以下、計画の詳細について記載します。 

 

【䠝】特定非営利活動にかかる事業 

 

1. 調査䞉研究事業 
事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者 

北海道支部 

定例会 

通年 

(1䠍回) 
北海道 

33名 

(3名×1䠍回) 

会員330名、一般33名 

(会員30名䠇一般3名)×11回 

東北支部 

定例会 

通年 

(12回) 
宮城 

24名 

(2名×12回) 

会員1     80名、一般     60名 

年間1     2回 

東京支部 
定例会 

通年 
(11回) 

東京䞉神奈川䞉千

葉䞉埼玉䞉群馬等 

220名 
(20名×11回) 

会員     740名、一般     480名 
(会員     80名䠇一般     10名)×8     
回 
(一般100名䠅×4回 

中部支部 

定例会 

通年 

(11回) 
愛知 

66名 

(6名×11回) 

会員440名、一般77名 

(会員40名䠇一般7名)×11回 

関西支部 
定例会 

通年 
(11回) 大阪䡡京都䡡兵庫 132名 

(12名×11回) 
会員550名䠈一般88名 
(会員50名䠇一般8名)×11回 

中国支部 

定例会 

通年 

(11回) 
広島 

33名 

(3名×11回) 

会員132名、一般33名 

(会員12名䠇一般3名)×11回 

九州支部 

定例会 

通年 

(11回) 
福岡 

33名 

(3名×11回) 

会員330名、一般     66名 

(会員30名䠇一般     6名)×11回 

サ䝻䞁サ䝫䞊ト 䠉 
地域型12カ所 

テ䞊䝬型5カ所 
䠉 䠉 

     

 

䠎䠊教育䞉普及事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者 

公開セ䝭ナ䞊 通年 
(46䡴䢓䡹) 

東京䡡大阪䡡愛

知䡡広島䡡福岡等 
230名 
(5名×46䡴䢓䡹) 

会員368名、一般552名 
(会員8名䠇一般12名)×46䡴䢓䡹 

事業検討 未定 䠉 䠉 䠉 

 
  

䝭ッシ䝵䞁 

ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁の普及を通じて、ビジネス分野においては、生産性䞉䝰チ䝧䞊シ䝵䞁䞉䝸䞊ダ䞊シップ

力を向上させ、社会的な分野では、市民活動䞉地域経営䞉国際交流の質を高め、教育の分野で

は、多面的な視点を持つ人材を育成していくことをめざしています。 

ビギナ䞊からプ䝻フェッシ䝵ナ䝹まで、ビジネス䞉まちづくり䞉NPO䞉教育䞉環境䞉医療䞉福祉など、多彩な分

野で活躍するファシ䝸テ䞊タ䞊が集まり、多様な人々が協働しあう自律分散型社会の発展をめ

ざして、幅広い活動を展開していきます。 
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䠏䠊支援䞉助言事業 
事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者 

ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁

サ䝫䞊ト委員会 

通年 

(50回) 
全国 

100名 
(2名×50回) 

一般1,500名 

(一般30名×50回) 

災害復興委員会 
通年 

䠄30回䠅 
全国 

60名 
䠄2名×30回䠅 

一般900名 

䠄30名×30回䠅 

  
 

䠐䠊交流䞉親睦事業 

事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者 

グ䝻䞊バ䝹 

ファシ䝸テ䞊シ䝵䞁 

推進委員会 

10月 ストック䝩䝹䝮 5名 不特定多数 

 

未定 静岡 - 䠉 

未定 福岡 䠉 䠉 

未定 東京 䠉 䠉 

未定 札幌 䠉 䠉 

未定 仙台 䠉 䠉 

未定 大阪 䠉 䠉 

未定 広島 䠉 䠉 

 

䠑䠊その他の総合的な事業 
事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者 

広報委員会  

  ニ䝳䞊ズ䝺タ䞊 䠏回 全国 24名 
(8名×3回) 会員1,400名 

ウェ䝤サイト 通年 全国 20名 不特定多数 
䝯䞊䝸䞁グ䝸スト等 通年 全国 20名 会員1,400名 

 

 

【䠞】その他の事業 
   実施しません。 

 



令和䠎年度「特定非営利活動に係る事業」活動予算書 単位䠙円

2020年4月1日から2021年3月31日まで 特定非営利活動法人　日本䝣ァシ䝸テ䞊シ䝵䞁協会
2020年度予算

事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 公開䡺䢌䢁䡬 サ䝭ット TWC25 䝣ァシサ䝫 災害復興
Ⅰ　収　入　の　部

䠍　会費収入
個人会費収入 14,500,000 14,500,000
法人会費収入 200,000 200,000

14,700,000 14,700,000
䠎　事業収入

調査䡡研究事業収入 5,117,080 90,000 1,200,000 44,000 50,000 50,000 24,000 1,559,080 2,100,000
教育䡡普及事業収入 16,953,440 16,953,440
支援䞉助言事業収入 4,240,000 3,920,000 320,000
交流䞉親睦事業収入 1,824,500 230,000 228,500 320,000 226,000 400,000 220,000 200,000

28,135,020 230,000 318,500 1,520,000 270,000 450,000 270,000 224,000 16,953,440 1,559,080 2,100,000 3,920,000 320,000
䠏　寄付金収入

個人寄付金
法人寄付金

䠐　寄付金収入助成金等収入
民間助成金

収入合計 42,835,020 14,700,000 230,000 1,520,000 270,000 450,000 270,000 224,000 318,500 16,953,440 1,559,080 2,100,000 3,920,000 320,000

Ⅱ　支　出  の　部
䠍　事業費

調査䡡研究事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サ䝭ット TWC25 サ䝻䞁 䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀
会場使用料 4,742,200 195,200 132,000 1,500,000 358,500 520,000 120,000 300,000 782,000 644,500 190,000
事務消耗品費 540,000 20,000 30,000 143,000 40,000 120,000 30,000 48,000 10,000 80,000 19,000
交通宿泊費 3,318,000 480,000 240,000 720,000 225,000 398,000 200,000 210,000 80,000 765,000
謝礼等 2,218,000 56,000 112,000 800,000 200,000 170,000 30,000 50,000 200,000 600,000
印刷費 630,000 15,000 24,000 290,000 20,000 25,000 12,000 24,000 20,000 200,000
会議費 554,000 15,000 44,000 220,000 20,000 125,000 60,000 30,000 20,000 20,000
雑費 453,000 3,000 20,000 70,000 40,000 30,000 5,000 12,000 171,000 102,000
外部委託料 539,685 96,195 443,490
研究開発費 30,000 30,000

13,024,885 784,200 602,000 3,743,000 903,500 1,388,000 457,000 674,000 1,379,195 2,089,990 974,000 30,000
教育䡡普及事業支出 公開䡺䢌䢁䡬

会場使用料 2,562,000 2,562,000
事務消耗品費 291,000 291,000
交通宿泊費 3,700,000 3,700,000
謝礼等 5,234,390 5,234,390
印刷費 629,600 629,600
会議費 294,100 294,100
雑費 152,100 152,100

12,863,190 12,863,190
支援䞉助言事業支出 䝣ァシサ䝫 災害復興

会場使用料 108,000 108,000
事務消耗品費 37,000 22,000 15,000
交通宿泊費 3,456,000 780,000 2,676,000
謝礼等 2,630,000 1,750,000 880,000
印刷費 50,000 50,000
会議費
雑費 62,000 2,000 60,000

6,343,000 2,554,000 3,789,000
交流䞉親睦事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 グ䝻䞊バ䝹

会場使用料 1,120,000 85,000 65,000 250,000 200,000 350,000 50,000 100,000 20,000
事務消耗品費 130,000 10,000 10,000 30,000 10,000 35,000 10,000 25,000
交通宿泊費 1,180,000 90,000 50,000 30,000 20,000 100,000 50,000 100,000 740,000
謝礼等 502,000 56,000 56,000 55,000 80,000 115,000 60,000 50,000 30,000
印刷費 169,000 14,000 40,000 30,000 25,000 30,000 20,000 10,000
会議費 119,000 5,000 35,000 30,000 10,000 20,000 5,000 4,000 10,000
雑費 294,000 15,000 20,000 50,000 60,000 100,000 15,000 4,000 30,000
外部委託料 120,000 42,000 50,000 18,000 10,000

3,634,000 317,000 276,000 525,000 423,000 750,000 220,000 293,000 830,000

事業予備費 1,500,000 1,500,000
事業費計 37,365,075 1,500,000 1,101,200 878,000 4,268,000 1,326,500 2,138,000 677,000 967,000 13,693,190 1,379,195 2,089,990 3,528,000 3,819,000

䠎　管理費 事務局 システ䝮 広報
広報費 420,000 200,000 160,000 60,000 䝟䞁䝣改訂䞉印刷20万䠄事務䠅、䝥䝺ス䝸䝸䞊ス6万䠄広報䠅WEBサイト年間維持費16万䠄䡸䡹䡿䢍䠅

交通宿泊費 4,120,000 3,100,000 400,000 620,000 理事会30万×7回、拡大理事会40万×2、䝸ア䝹MTG10万×2回䠄事務局䠅、 䝸ア䝹MTG20万×2回䠄䡸䡹䡿䢍䠅

謝礼等 　　䠉交通費続き䠉　䝸ア䝹MTG30万、取材交通費32万䠄広報䠅

会議費 250,000 200,000 30,000 20,000 会議費予備䠄役員合宿20万䠅、会議予備費3万䠄広報䠅、2万䠄䡸䡹䡿䢍䠅

事務消耗品費 50,000 50,000 名刺代4万、その他備品消耗品

通信運搬費 131,000 131,000 郵便6万、電話2.6万、Zoom使用料1.5万x3

諸会費 95,000 95,000 JVOAD5万、シ䞊ズ3万、日本NPOセ䞁タ䞊1万、広島NPOセ䞁タ䞊5千

雑費 110,000 10,000 10,000 90,000 Stock管理費用等

資料印刷費 928,500 75,000 853,500 封筒7.5万　NL印刷費用85万

総会関係費用 800,000 800,000 会場費50万、備品15万、資料15万

外部委託料 2,312,000 1,862,000 450,000 会計事務60万、税務25.2万、決算13万䡠法務10万、決済䡷䡬䢇䢚䡹63万、登記15万䠄事務䠅NL編集依頼費用45万䠄広報䠅

支払手数料 500,000 500,000 振込手数料25万、EB使用料5万䠄2.5万×2䠅、会費払込手数料20万

賃貸料 980,000 980,000 家賃64.8万䠄5.4万×12か月䠅、倉庫䠄中部、関西䠅28.6万、セ䝭ナ䞊倉庫代　3万他

租税公課等 330,000 330,000 法人税均等割7万、消費税26万

管理費計 11,026,500 8,333,000 600,000 2,093,500

支出合計 48,391,575

その他資金収入合計
当期収支差額 -5,556,555

前期繰越収支差額 37,154,394
次期繰越収支差額 31,597,839

科　　目 予算内訳

詳細

サ䝻䞁䞉䝥䝻ジェクト詳細
【サ䝻䞁: (地域型) 12+1 (新設予備)  / テ䞊䝬
型䠖3+2(〜3年目) +1 (新設予備) 】会場使用料
(各1万*19) , 事務消耗品費 (各0.1万*19 , 交通
宿泊費 (地域型, テ䞊䝬型: 各3万*15, 沖縄䠖4.5
万, テ䞊䝬型 (〜3年目、新設予備)䠖9万*3 䠅
【䝥䝻ジェクト䠖1䠄新設予備䠅】研究開発費䠖3万
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䠘第䠏号㆟案䠚 令和 2年度役員䛾㑅任䛻䛴䛔䛶 

䠄普㏻決㆟䠖⥲会䛻出席䛧䛯正会員䛾㐣半数䛻䜘䜛㆟決䠅 

 

䠍䠊令和 2年度䛾理事候⿵⪅ 䠄敬称略䚸再任䚸新任䛷䠑䠌㡢㡰䠅 

 

再任 小栗 由㤶 

再任 亀井 直人 

再任 小池 秀⿱ 

再任 斉⸨ 俊哉 

再任 㧗橋 尚矢 

再任 竹本 グ子 

再任 津田 壮彦 

再任 中す 百合 

再任 本宮 大㍜ 

 

新任 加⸨㈗⨾子 

新任 徳 山 可 之  

新任 林 加 代 子  

 

 

䠎䠊令和 2年度䛾監事候⿵⪅ 䠄敬称略䚸再任䚸新任䛷䠑䠌㡢㡰䠅 

 

再任 上 井  㟹  

新任 疋 田 恵 子  

 
 


